
MIS26-P05 会場:コンベンションホール 時間:5月 23日 17:15-18:30

Global Heat Transfer (GHT)モデルにおけるエントロピー生成率の最大化 (MEP)
Maximum Entropy Production (MEP) in Global Heat Transfer (GHT) model
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Kleidon等の Maximum Entropy Production (MEP)原理によれば，熱力学的平衡から遠く離れた散逸系はエントロピー
生成率が最大化する状態で安定化する．地球上における熱帯地域から極地域への熱移送もそのような散逸系の中で起こ
り，MEP原理の適用が可能であると考えられる．現在のところ，MEP原理のような最適化理論を検証するための熱移送
モデルとしては Kleidon，Lorenzによる KL モデル [1]とReis，BejanによるRBモデル [2]などが知られている．しかし，
両者は地球表面を熱吸収領域と熱放出領域に 2分割するだけで，単純化し過ぎていると言わざるを得ない．本発表では，
地球表面の多分割が可能なGlobal Heat Transfer (GHT)モデルを新たに提示し，MEP原理の検証結果を報告する．この分
野において，Kleidon等の MEP理論とともによく知られた最適化理論に Bejan等によるコンストラクタル (Constructal)
理論がある [2]．両者の違いはエントロピー生成率を最大化する MEP理論に対し，Constructal理論は移送される熱量自
体を最大化するという点にある．Constructal法則の成立には地球表面積の有限性という条件が必要不可欠で，その点で
パラメータの選択に制約がかかる．一方のMEP原理にそのような制約はなく，パラメータの選択はかなり自由で，より
多種多様なモデルへの適用が可能になる．
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